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広報
各部の運営方針と目標
市役所代表電話10422-45-1151No.1310 2005.7.3

三鷹市各部の経営の全体構想

「各部の運営方針と目標」
をまとめました

市ではこのほど、平成17年度の「各部の運営方針と目標」
をまとめました。
これまで市では、事業評価の実施や自治体経営白書の発行な
ど、「成果重視の行政運営」と「説明責任の確立」に向けた取
り組みを進めてきましたが、平成15年度より、市民のみなさ
んに市の取り組みを分かりやすくお伝えし、ご理解をいただく
ために「各部の運営方針と目標」を策定しています。
今号では、平成17年度の「各部の運営方針と目標」の中で、
各部が今年度に取り組む主な「個別事業」を紹介します。
e企画経営室行政評価担当1内線2150・2151

各
部
が
市
民
の
視
点
に
立
ち

主
体
的
に
「
目
標
」
を
設
定

「
各
部
の
運
営
方
針
と
目
標
」

は
、
各
部
長
が
部
の
経
営
や
事
業

の
戦
略
的
な
展
開
の
観
点
か
ら
、

「
部
の
使
命
・
目
標
に
関
す
る
認

識
」
を
明
確
に
し
、
職
員
数
、
予

算
規
模
の
「
部
の
経
営
資
源
」
を

踏
ま
え
て
「
今
年
度
の
実
施
方
針

と
個
別
事
業
の
目
標
」を
設
定
し
、

市
長
と
の
協
議
・
調
整
を
経
て
市

民
に
公
表
す
る
も
の
で
す
。
こ
れ

は
、
市
長
が
各
部
長
の
目
標
を
設

定
し
管
理
す
る
と
い
う
上
意
下
達

の
視
点
か
ら
で
は
な
く
、
各
部
長

が
市
長
に
対
し
て
「
各
部
の
成
果

目
標
を
示
す
」
と
い
う
、「
成
果

重
視
」
の
考
え
か
ら
提
案
さ
れ
た

も
の
で
す
。

つ
ま
り
「
各
部
の
運
営
方
針
と

目
標
」
は
、
何
を
す
る
か
と
い
う

事
業
中
心
の
発
想
か
ら
ス
タ
ー
ト

す
る
の
で
は
な
く
、
基
本
構
想
・

第
３
次
基
本
計
画
や
施
政
方
針
を

踏
ま
え
つ
つ
、
市
民
の
視
点
に
立

ち
、
本
来
、
各
部
が
果
た
す
べ
き

使
命
を
明
ら
か
に
し
て
目
標
を
設

定
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の

個
別
事
業
の
展
開
ま
で
を
視
野
に

入
れ
た
、
い
わ
ば
「
部
の
経
営
の

全
体
構
想
」
を
示
す
も
の
で
す
。

ま
た
、
平
成
16
年
度
の
「
各
部

の
運
営
方
針
と
目
標
」
の
達
成
状

況
に
つ
い
て
は
、
次
号
で
紹
介
す

る
「
三
鷹
市
自
治
体
経
営
白
書
２

０
０
５
」
の
冊
子
や
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

●
自
治
基
本
条
例
の
制
定
・
普
及

と
新
た
な
自
治
の
仕
組
み
の
整
備

自
治
基
本
条
例
を
制
定
し
、
そ

の
普
及
・
啓
発
を
図
り
ま
す
。
ま

た
、
審
議
会
の
公
開
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
制
度
の
整
備
等
、
同

条
例
に
基
づ
く
新
た
な
自
治
の
仕

組
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。（
目

標
指
標：

自
治
基
本
条
例
を
制
定

し
、
普
及
・
啓
発
を
図
り
ま
す
。）

●
行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
２
０
１
０
の
推
進

行
財
政
改
革
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
２
０
１
０
に
掲
げ
る
課
題
を
着

実
に
実
行
し
、
最
重
点
課
題
を
中

心
に
、
各
課
題
に
応
じ
た
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
・
チ
ー
ム
の
設
置
等
推
進

体
制
を
整
備
す
る
と
と
も
に
、
各

課
題
の
実
施
方
法
の
検
討
・
進
捗

状
況
の
把
握
を
行
い
ま
す
。（
目

標
指
標：

最
重
点
課
題
を
中
心

に
、
推
進
体
制
の
整
備
、
各
課
題

の
実
施
方
法
の
検
討
、
進
捗
状
況

の
把
握
を
行
い
ま
す
。）

●
「
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大
学
」

﹇
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
ト
施
設
﹈の
開
設

10
月
に
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

学
を
開
設
し
、
拠
点
施
設
を
三
鷹

駅
南
口
第
12
地
区
協
同
ビ
ル
内
に

整
備
し
ま
す
。
事
業
運
営
主
体
は

教
育
・
研
究
機
関
等
に
よ
る
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
と
し
、
市
は
そ
の
設
立
を

支
援
し
ま
す
。
引
き
続
き
プ
レ
開

講
講
座
を
実
施
し
、
本
格
開
講
を

目
指
し
ま
す
。（
目
標
指
標：

三

鷹
駅
前
第
12
地
区
協
同
ビ
ル
を
拠

点
と
し
た
三
鷹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
大

学
を
開
設
し
ま
す
。）

●
人
財
育
成
シ
ス
テ
ム
の
構
築

長
期
的
・
体
系
的
な
人
財
育
成

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
モ
デ
ル
設
計
・
試

行
を
通
じ
て
、
人
財
の
育
成
・
活

用
を
図
り
ま
す
。
職
員
個
人
個
人

の
能
力
を
高
め
て
い
く
育
成
コ
ー

総
務
部

企
画
部
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ス
を
確
立
し
、
能
力
開
発
を
図
り

ま
す
。（
目
標
指
標：

キ
ャ
リ

ア
・
ビ
ジ
ョ
ン
研
修
５
本
、
チ
ャ

レ
ン
ジ
選
択
研
修
７
本
、
能
力
開

発
コ
ー
ス
１
本
の
計
画
的
実
施
と

検
証
に
よ
り
、
職
員
の
意
識
改
革

を
推
進
し
ま
す
。）

●
職
員
定
数
の
見
直
し

行
財
政
改
革
に
よ
る
事
務
の
効

率
化
や
外
部
委
託
、
ワ
ー
ク
シ
ェ

ア
リ
ン
グ
の
可
能
性
を
探
り
、
職

員
定
数
の
適
正
な
見
直
し
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。（
目
標
指
標：

職

務
分
析
に
よ
り
、
正
職
員
、
嘱
託

職
員
、
臨
時
職
員
等
の
役
割
を
明

確
に
し
、
欠
員
を
新
規
採
用
、
再

任
用
等
に
よ
り
カ
バ
ー
し
、
組
織

力
の
維
持
・
向
上
を
図
り
ま
す
。）

●
適
正
な
入
札
の
執
行
等

入
札
制
度
改
革
と
し
て
、
予
定

価
格
の
事
前
公
表
の
見
直
し
な
ど

を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
電
子
入
札

を
一
部
導
入
す
る
と
と
も
に
、
併

せ
て
入
札
情
報
サ
ー
ビ
ス
を
導
入

し
ま
す
。（
目
標
指
標：

電
子
入

札
の
一
部
導
入
お
よ
び
対
象
案
件

の
拡
大
）

●
市
税
の
調
定
と
収
入
状
況
の
把
握

市
税
の
調
定
と
収
入
状
況
を
的

確
に
把
握
し
、
収
納
率
の
向
上
を

図
り
、
市
税
収
入
の
確
保
に
努
め

ま
す
。（
目
標
指
標：

調
定
と
収

入
状
況
の
把
握
の
精
度
を
高
め
、

予
算
達
成
率
100
％
を
目
標
と
し
ま

す
。
収
納
率
は
前
年
度
水
準
の
維

持
を
目
標
と
し
、
現
年
課
税
は

98
・
３
％
を
目
指
し
ま
す
。）

●
国
民
健
康
保
険
の
健
全
運
営
と

収
納
率
の
向
上

国
民
健
康
保
険
の
健
全
運
営
を

目
指
し
、
収
納
率
の
向
上
と
保
健

事
業
を
充
実
し
医
療
費
の
適
正
な

支
出
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
一
般

会
計
か
ら
の
繰
入
金
の
削
減
に
努

め
ま
す
。（
目
標
指
標：

収
納
率

は
、
国
民
健
康
保
険
税
現
年
課
税

に
つ
い
て
は
90
・
５
％
を
目
標
と

し
ま
す
。）

●
新
基
幹
系
シ
ス
テ
ム
の
構
築
と

運
用
の
開
始

住
民
記
録
、
市
税
の
課
税
と
収

納
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
等
の
業

務
を
総
合
的
に
処
理
し
、
市
民
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
事
務
処
理
の
効

率
化
を
図
る
新
基
幹
系
シ
ス
テ
ム

の
構
築
を
進
め
、
10
月
の
第
一
次

稼
働
を
目
指
し
ま
す
。（
目
標
指

標：

10
月
の
第
一
次
稼
働
の
進
捗

度
100
％
）

●
新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計

画
の
策
定
と
推
進

処
理
方
法
・
適
地
選
定
等
の
調

査
・
検
討
を
行
い
、
新
ご
み
処
理

施
設
整
備
基
本
計
画
素
案
を
作
成

し
、
市
議
会
へ
の
報
告
と
市
民
へ

の
説
明
会
を
実
施
し
、
意
見
等
の

聴
取
を
行
っ
た
う
え
で
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。（
目
標
指
標：

新
ご
み
処
理
施
設
整
備
基
本
計
画

を
策
定
し
、
平
成
25
年
度
稼
動
を

目
指
し
ま
す
。）

●
絵
本
館
構
想
の
策
定

絵
本
館
（
仮
称
、
以
下
同
じ
）

整
備
の
基
本
方
針
案
へ
の
市
民
意

見
を
ふ
ま
え
、
絵
本
館
の
目
的
・

役
割
・
機
能
等
を
明
確
に
す
る
た

め
公
募
市
民
や
専
門
家
に
よ
る
絵

本
館
構
想
検
討
会
議
を
設
置
し
、

絵
本
館
拠
点
の
整
備
と
事
業
展
開

に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
絵
本
館

構
想
の
策
定
と
基
本
方
針
の
確
定

を
行
い
、
絵
本
館
事
業
に
係
る
人

材
育
成
を
行
い
ま
す
。（
目
標
指

標：

絵
本
館
構
想
検
討
会
議
の
設

置
、
構
想
の
策
定
、
基
本
方
針
の

確
定
、
人
材
育
成
を
行
い
ま
す
。）

●
家
庭
系
ご
み
の
減
量
化
・
有
料

化
検
討
事
業

ご
み
減
量
・
有
料
化
検
討
市
民

会
議
の
答
申
を
踏
ま
え
、
さ
ら
に

家
庭
系
ご
み
の
減
量
化
・
資
源
化

を
推
進
し
ま
す
。
平
成
17
年
２
月

実
施
の
新
し
い
分
別
収
集
の
検
証

を
行
い
、
広
く
市
民
の
意
見
聴
取

を
し
て
減
量
化
・
有
料
化
を
検
討

し
ま
す
。（
目
標
指
標：
新
し
い

分
別
収
集
の
検
証
と
市
民
へ
の
意

見
聴
取
を
行
い
ま
す
。）

●
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
推
進

（
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
啓
発
活
動

事
業
）

市
民
相
互
が
尊
厳
を
認
め
合

い
、
理
解
し
あ
え
る
風
土
づ
く
り

を
進
め
る
た
め
、
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
啓
発
活
動
事
業
を
実
施
し
ま

す
。
講
演
会
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の

開
催
、
広
報
み
た
か
へ
の
啓
発
記

事
の
掲
載
等
を
行
い
ま
す
。（
目

標
指
標：

事
業
実
施
委
員
会
の
設

置
、
啓
発
活
動
事
業
の
実
施
等
を

進
め
ま
す
。）

●
高
齢
者
等
地
域
ケ
ア
サ
ポ
ー
ト

推
進
モ
デ
ル
事
業

「
地
域
ケ
ア
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・

井
の
頭
」
で
地
域
に
よ
る
支
援
の

シ
ス
テ
ム
と
体
制
の
確
立
を
目
指

し
た
モ
デ
ル
事
業
を
継
続
実
施
し

ま
す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
実
施

や
地
域
懇
談
会
の
開
催
、
福
祉
総

合
出
張
相
談
窓
口
の
検
討
・
試
行

等
を
地
域
住
民
と
関
係
行
政
機
関

等
の
協
働
作
業
と
し
て
進
め
ま

す
。（
目
標
指
標：

地
域
ケ
ア
推

進
の
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整

備
・
確
立
）

●
地
域
ケ
ア
拠
点
の
整
備

地
域
ケ
ア
拠
点
等
の
整
備
に
関

す
る
調
査
研
究
会
報
告
書
に
基
づ

き
、
大
学
研
究
機
関
の
設
置
に
よ

る
福
祉
の
人
材
育
成
等
、
介
護
老

人
福
祉
施
設
の
設
置
を
中
心
と
し

た
地
域
ケ
ア
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
機

能
を
持
つ
施
設
を
、
民
間
活
力
の

導
入
に
よ
り
整
備
し
ま
す
。（
目

標
指
標：

事
業
者
の
事
業
計
画
等

を
確
認
し
、
適
切
な
事
業
者
に
つ

い
て
推
進
し
ま
す
。）

●
三
鷹
駅
南
口
駅
前
広
場
第
２
期

整
備
事
業
の
推
進

駅
前
広
場
第
２
期
整
備
事
業
を

年
度
末
に
完
成
し
、
記
念
式
典
を

開
催
し
ま
す
。
三
鷹
駅
南
口
西
側

地
区
協
同
ビ
ル
の
建
設
に
合
わ

せ
、
既
存
デ
ッ
キ
を
延
長
す
る
た

め
の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

（
目
標
指
標：

駅
前
広
場
第
２
期

整
備
事
業
を
完
成
す
る
と
と
も

に
、
デ
ッ
キ
延
長
に
関
す
る
実
施

設
計
の
完
了
を
目
指
し
ま
す
。）

●
す
ず
か
け
駐
輪
場
の
整
備

す
ず
か
け
駐
輪
場
に
隣
接
す
る

さ
く
ら
通
り
に
面
し
た
土
地
を
新

た
に
取
得
し
、
機
械
式
立
体
駐
輪

場
を
建
設
し
ま
す
。
利
用
者
に
適

正
な
負
担
を
求
め
る
た
め
、
公
共

駐
輪
場
の
有
料
化
を
検
討
し
ま

す
。（
目
標
指
標：

約
１
千
700
台

が
駐
輪
可
能
な
機
械
式
立
体
駐
輪

場
を
整
備
し
ま
す
。）

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
経
路

等
の
見
直
し

現
行
運
行
ル
ー
ト
を
検
証
し
、

新
規
ル
ー
ト
の
開
設
を
含
め
、
運

行
本
数
、
利
用
料
金
等
の
抜
本
的

な
見
直
し
作
業
を
行
い
ま
す
。
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
に
関
す
る

基
本
方
針
を
策
定
し
、
路
線
の
見

直
し
を
行
い
ま
す
。（
目
標
指

標：

総
合
調
査
を
実
施
し
、
基
本

方
針
を
策
定
。
見
直
し
の
必
要
性

が
高
い
ル
ー
ト
か
ら
順
次
具
体
的

運
行
計
画
の
策
定
を
図
り
ま
す
。）

●
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
管
種
変
更
工
事

耐
震
強
度
が
劣
る
石
綿
セ
メ
ン

ト
管
を
よ
り
強
度
の
高
い
ダ
ク
タ

イ
ル
鋳
鉄
管
へ
布
設
替
え
し
、
石

綿
セ
メ
ン
ト
管
の
残
存
率
を
０
％

に
し
ま
す
。（
目
標
指
標：

４
千

22
r
を
布
設
替
え
し
、
残
存
率
を

０
％
に
し
ま
す
。）

●
経
年
管
の
解
消

昭
和
47
年
度
以
前
に
布
設
さ
れ

た
耐
震
強
度
が
劣
る
普
通
鋳
鉄
製

配
水
管
等
を
、
平
成
23
年
度
末
ま

で
に
よ
り
強
度
の
高
い
ダ
ク
タ
イ

ル
鋳
鉄
管
に
布
設
替
え
し
ま
す
。

（
目
標
指
標：

６
千
330
r

を
布
設

替
え
し
、
残
存
率
を
13
・
39
％
に

し
ま
す
。）

●
深
井
戸
の
適
正
な
維
持
管
理

目
詰
ま
り
等
に
よ
り
揚
水
量
が

減
少
し
た
水
源
井
や
経
年
劣
化
に

よ
り
水
中
ポ
ン
プ
等
の
能
力
が
落

ち
た
水
源
井
に
つ
い
て
水
源
更
生

工
事
を
行
う
と
と
も
に
、
水
中
ポ

ン
プ
の
取
替
工
事
を
実
施
し
安
定

的
な
揚
水
量
を
確
保
し
ま
す
。

（
目
標
指
標：

水
源
更
生
工
事
を

３
カ
所
、
水
中
ポ
ン
プ
取
替
工
事

を
４
カ
所
で
施
工
し
ま
す
。）

●
小
・
中
一
貫
教
育
校
の
推
進

「
小
・
中
一
貫
教
育
校
構
想
に

関
す
る
基
本
方
針
」
を
も
と
に
、

児
童
・
生
徒
が
現
在
の
小
・
中
学

校
に
在
籍
し
な
が
ら
①
９
年
間
の

一
貫
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム（
指
導
計
画
）

を
通
し
た
小
・
中
学
校
間
の
強
固

な
連
携
と
交
流
、
②
地
域
ぐ
る
み

で
教
育
を
支
援
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ス
ク
ー
ル
を
推
進
し
ま
す
。
開

設
準
備
検
討
委
員
会
の
検
討
・
報

告
を
経
て
、
12
月
ま
で
に
実
施
方

策
を
策
定
し
、
平
成
18
年
４
月
に

第
二
中
学
校
区
（
二
小
、
井
口
小
、

二
中
）
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
小
・

中
一
貫
教
育
校
と
し
て
開
設
し
ま

す
。（
目
標
指
標：

検
討
委
員
会

の
検
討
報
告
書
を
も
と
に
実
施
方

策
を
策
定
し
、
平
成
18
年
４
月
に

第
二
中
学
校
区
を
小
・
中
一
貫
教

育
校
と
し
て
開
校
し
ま
す
。）

●
三
鷹
市
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
（
仮
称
）

の
策
定

４
人
の
学
識
者
に
よ
る
助
言
者

会
議
を
設
置
し
、
提
言
を
受
け
て

12
月
頃
ま
で
に
教
育
ビ
ジ
ョ
ン

（
仮
称
）
を
策
定
し
ま
す
。（
目
標

指
標：

助
言
者
会
議
で
の
検
討
過

程
で
、
保
護
者
、
市
民
か
ら
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
を
実
施
し
、

幅
広
く
意
見
を
聞
き
教
育
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
し
ま
す
。）

●
第
一
小
学
校
ス
ー
パ
ー
リ
ニ
ュ

ー
ア
ル
事
業

「
学
校
公
園
」
化
を
推
進
す
る

た
め
、
老
朽
化
し
た
第
一
小
学
校

（
西
校
舎
）
の
耐
震
補
強
工
事
を

中
心
と
し
た
大
規
模
改
修
を
行
う

ス
ー
パ
ー
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事

（
２
期
）
を
実
施
し
ま
す
。（
目
標

指
標：

２
期
（
西
校
舎
）
工
事
完

了
を
目
指
し
ま
す
。）

教
育
部

水
道
部

都
市
整
備
部

健
康
福
祉
部

生
活
環
境
部

市
民
部

平
成
１７
年
度


